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1. 平成23年12月期第３四半期の業績（平成23年１月１日～平成23年９月30日）

 (1) 経営成績(累計)

(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年12月期第３四半期 28,730 19.6 2,707 40.4 2,586 37.4 1,529 34.1

22年12月期第３四半期 24,018 25.4 1,927 ― 1,883 ― 1,140 ―

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年12月期第３四半期 75 44 ―

22年12月期第３四半期 51 17 ―

 (2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年12月期第３四半期 30,090 10,394 34.5 512 70

22年12月期 27,343 9,117 33.3 449 73

(参考) 自己資本 23年12月期第３四半期 10,394百万円 22年12月期 9,117百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年12月期 ― 3 00 ― 7 00 10 00

23年12月期 ― 5 00 ―

23年12月期(予想) 7 00 12 00

3. 平成23年12月期の業績予想（平成23年１月１日～平成23年12月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 42,990 31.7 3,520 34.5 3,330 31.9 1,970 29.9 97 17
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(注) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

 
(注) 「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会

計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していませ

ん。 

  

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半

期決算短信（添付資料）３ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

  

  

4. その他（詳細は、【添付資料】P.４「その他」をご覧ください。）

(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年12月期３Ｑ 22,400,000株 22年12月期 22,400,000株

② 期末自己株式数 23年12月期３Ｑ 2,126,438株 22年12月期 2,126,047株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年12月期３Ｑ 20,273,603株 22年12月期３Ｑ 22,282,329株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第３四半期累計期間(平成23年１月１日～平成23年９月30日)のわが国経済は、東日本大震災の

影響による落ち込みも徐々に復興の兆しが見え始めたものの、第３四半期に入り、欧州の財政・金

融不安の顕在化等による海外景気の減速懸念や急激な円高進行等により一段と不透明感を増してき

ました。一方、原油相場は米国ＷＴＩ原油が下落基調に転じたのに対し、東南アジア産原油はアジ

ア圏の需要拡大を背景に引続き高値圏で推移しました。また、外国為替相場は急激に円高が進行し

77円/ドル前後で推移しました。  

 このような状況の中で、ワックス販売は国内販売では年初から高機能製品の伸長と原料油価格上

昇による価格改定が寄与し堅調を持続したものの、輸出販売では第３四半期以降の主力の米国需要

の減退や急激な円高による影響が顕著になり始め、前年同期に比較して販売数量では423トン減の

54,640トン、販売高では773百万円増の12,955百万円の実績となりました。一方、重油販売は原発事

故以降火力発電用需要の増加等による需給のタイト化が持続したことから、前年同期と比較して販

売数量では7,674キロリットル増の246,740キロリットル、販売高では3,923百万円増の15,718百万円

の実績となりました。 

 これにより、当第３四半期累計期間(平成23年１月１日～平成23年９月30日)の実績は、前年同期

に比較して売上高ではその他商品を含めて4,711百万円増の28,730百万円、利益面では営業利益で

779百万円増の2,707百万円、経常利益で703百万円増の2,586百万円、四半期純利益では389百万円増

の1,529百万円となりました。このうち、当第３四半期会計期間(平成23年７月１日～同年９月30日)

の実績は、売上高では8,964百万円、営業利益では686百万円、経常利益では664百万円、四半期純利

益では391百万円となりました。 

  

 ①財政状態 

当第３四半期末における資産合計は、前期末に比較して2,746百万円増加の30,090百万円となりま

した。これは主として、たな卸資産の増加額2,936百万円、現金及び預金の増加額184百万円に対し

て、受取手形及び売掛金の減少額510百万円、有形固定資産の減少額179百万円等によるものです。

これに対して負債合計は、前期末に比較して1,469百万円増加の19,695百万円となりました。これは

主として短期借入金の増加額1,179百万円、支払手形及び買掛金の増加額611百万円、未払金の増加

額104百万円等に対して、長期借入金の減少額651百万円等によるものです。また、純資産合計は、

前期末に比較して1,276百万円増加の10,394百万円となりました。これは利益剰余金の増加額1,286

百万円によるものです。 

  

 ②キャッシュ・フローの状況 

当第３四半期末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、営業活動により獲得し

た298百万円から、投資活動で365百万円投資し、財務活動において276百万円増加した結果、前期末

に比較して184百万円増加し、1,266百万円となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）  

  営業活動の結果得られた資金は、298百万円(前年同期比4,969百万円収入減)となりました。これ

は主として税引前四半期純利益2,568百万円、減価償却費773百万円、売上債権の減少額510百万円、

たな卸資産の増加額2,936百万円、仕入債務の増加額611百万円、法人税等の支払額1,114百万円等に

1. 当四半期の業績等に関する定性的情報

(1) 経営成績に関する定性的情報

(2) 財政状態に関する定性的情報
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よるものです。 

    （投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は、365百万円(前年同期比208百万円支出減)となりました。これは

有形及び無形固定資産の取得による支出364百万円等によるものです。  

    （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果得られた資金は、276百万円(前年同期比3,546百万円収入増)となりました。これ

は主として短期借入金の純増額1,639百万円、長期借入金の返済額1,106百万円、配当金の支払額243

百万円等によるものです。  

  

今後の見通しにつきましては、混迷を深めるユーロ圏の債務問題や長期化する円高基調等を背景

に依然として不透明な状況が続くものと予想されます。また、近時ワックス生産に最適な東南アジ

ア産原油市場がアジア圏の石油需要拡大を背景にタイト化しており、資源温存と国内消費優先を強

める産油国の動向等が引続き懸念されます。 

 このような状況の中で、引続き効率生産、採算販売、コスト低減等の徹底に注力し、併せて中期

経営計画および経営方針に掲げる「原料の多様化や高価格化に対応した製販体制の確立」をはじめ

とする経営諸課題に引続き取組んでまいります。 

 通期の業績予想につきましては、平成23年７月29日に公表いたしました業績予想は現時点では変

更はありません。 

  

  

(3) 業績予想に関する定性的情報
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   ① 一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第３四半期会計期間末の貸倒実績率等が前事業年度末に算定したものと著しい変化がないと

認められるため、前事業年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

   ② たな卸資産の評価方法 

   当第３四半期会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、第２四半期会計期間

末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算出する方法によっております。  

③ 固定資産の減価償却費の算定方法 

   定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して算出す

る方法によっております。  

④ 経過勘定項目の算定方法 

   一部の経過勘定項目については、合理的な算定方法による概算額を計上する方法によっており

ます。  

   ⑤ 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

   法人税等の納付額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定

する方法によっております。繰延税金資産の回収可能性の判断につきましては、前事業年度末以

降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合に、前事業

年度末の検討において使用した将来の業績予想やタックスプランニングを使用しております。  

  

 「資産除去債務に関する会計基準」等の適用  

 第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20

年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21

号  平成20年３月31日）を適用しております。  

 これによる影響は軽微であります。  

  

  該当事項はありません。 

  

  

2. その他の情報

(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

(3) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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3. 四半期財務諸表

(1) 四半期貸借対照表

(単位：百万円)

当第３四半期会計期間末
(平成23年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,266 1,082

受取手形及び売掛金 4,343 4,853

商品及び製品 5,853 4,165

原材料及び貯蔵品 3,239 1,992

前払費用 89 60

繰延税金資産 195 156

その他 155 60

貸倒引当金 △6 △5

流動資産合計 15,138 12,366

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 739 773

構築物（純額） 917 994

機械及び装置（純額） 2,737 3,003

土地 9,321 9,248

建設仮勘定 235 54

その他（純額） 377 433

有形固定資産合計 14,327 14,507

無形固定資産 157 35

投資その他の資産 466 434

固定資産合計 14,951 14,977

資産合計 30,090 27,343

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,021 1,410

短期借入金 8,974 7,795

未払金 525 420

未払法人税等 731 752

預り金 416 425

賞与引当金 118 39

修繕引当金 100 175

設備関係支払手形 288 134

その他 183 180

流動負債合計 13,359 11,333

固定負債

長期借入金 2,497 3,149

リース債務 51 25

再評価に係る繰延税金負債 3,490 3,490

退職給付引当金 236 226

その他 60 －

固定負債合計 6,336 6,892

負債合計 19,695 18,225
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(単位：百万円)

当第３四半期会計期間末
(平成23年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,120 1,120

資本剰余金 14 14

利益剰余金 4,674 3,388

自己株式 △532 △532

株主資本合計 5,275 3,989

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △11 △2

土地再評価差額金 5,130 5,130

評価・換算差額等合計 5,118 5,127

純資産合計 10,394 9,117

負債純資産合計 30,090 27,343
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(2) 四半期損益計算書

【第３四半期累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期累計期間
(自 平成22年１月１日
至 平成22年９月30日)

当第３四半期累計期間
(自 平成23年１月１日
至 平成23年９月30日)

売上高 24,018 28,730

売上原価 20,316 24,221

売上総利益 3,702 4,508

販売費及び一般管理費 1,774 1,801

営業利益 1,927 2,707

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 6 4

受取賃貸料 47 113

受取保険料 5 －

為替差益 70 －

その他 48 35

営業外収益合計 179 153

営業外費用

支払利息 171 150

為替差損 － 3

固定資産賃貸費用 － 106

その他 52 13

営業外費用合計 223 274

経常利益 1,883 2,586

特別利益

国庫補助金 63 －

特別利益合計 63 －

特別損失

固定資産除却損 12 12

減損損失 － 0

ゴルフ会員権評価損 1 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 5

特別損失合計 13 17

税引前四半期純利益 1,932 2,568

法人税等 792 1,039

四半期純利益 1,140 1,529
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(3) 四半期キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)

前第３四半期累計期間
(自 平成22年１月１日
至 平成22年９月30日)

当第３四半期累計期間
(自 平成23年１月１日
至 平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 1,932 2,568

減価償却費 681 773

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 1

賞与引当金の増減額（△は減少） 70 79

修繕引当金の増減額（△は減少） △75 △75

退職給付引当金の増減額（△は減少） 39 9

受取利息及び受取配当金 △6 △5

支払利息 171 150

為替差損益（△は益） △80 27

国庫補助金 △63 －

固定資産除却損 12 12

ゴルフ会員権評価損 1 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 5

売上債権の増減額（△は増加） 685 510

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,150 △2,936

仕入債務の増減額（△は減少） 119 611

未払金の増減額（△は減少） 24 △0

未収消費税等の増減額（△は増加） 413 －

未払消費税等の増減額（△は減少） 102 9

その他 △25 △180

小計 5,153 1,561

利息及び配当金の受取額 6 5

利息の支払額 △173 △153

法人税等の還付額 281 －

法人税等の支払額 － △1,114

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,267 298

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形及び無形固定資産の取得による支出 △671 △364

国庫補助金による収入 48 －

投資有価証券の取得による支出 △1 △0

投資有価証券の売却による収入 50 －

その他 0 △0

投資活動によるキャッシュ・フロー △574 △365

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △2,105 1,639

長期借入れによる収入 693 －

長期借入金の返済による支出 △1,143 △1,106

配当金の支払額 △179 △243

自己株式の取得による支出 △528 －

その他 △5 △12

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,269 276

現金及び現金同等物に係る換算差額 △10 △25

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,413 184

現金及び現金同等物の期首残高 925 1,082

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,338 1,266
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 該当事項はありません。 

  

当第３四半期累計期間(自 平成23年１月１日  至 平成23年９月30日)及び当第３四半期会計期間

（自 平成23年７月１日 至 平成23年９月30日） 

当社は、石油精製及び石油製品の販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しておりま

す。 

   (追加情報) 

     第１四半期会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 

平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基

準適用指針第20号 平成20年３月21日）を適用しております。 

  

 該当事項はありません。 

  

  

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

日本精蠟㈱（5010）平成23年12月期　第３四半期決算短信（非連結）

－9－




